未分化MSCs が破骨細胞前駆細胞の分化・増殖・走化に及ぼす影響 by Abe, Takaharu
















主指導教員：谷本	 幸太郎 教授 
（応用生命科学部門	 歯科矯正学） 
副指導教員：二川	 浩樹	 教授 
（統合健康科学部門 口腔生物工学） 
副指導教員：鷲見	 圭輔	 助教 
（応用生命科学部門	 歯科矯正学） 
 





















発現の経時的変化を、Receptor activator of NF-κB ligand (RANKL)、Macrophage Colony 
Stimulating Factor (M-CSF)、RANKLのデコイ受容体であるOsteoprotegerin (OPG)、血管
内皮細胞増殖因子であるvascular endothelial growth factor (VEGF)について定量PCRによ
り、遺伝子発現の比較を行った。また、RANKL添加時における破骨細胞数の共培養による
影響について検討し、さらにRAW264の破骨細胞分化関連遺伝子に対する共培養による影響
を、RANKLの受容体であるreceptor activator of nuclear factor-kappa B (RANK)、M-CSF
の受容体であるcolony stimulating factor 1 receptor (CSF1R)、破骨細胞形成転写因子であ




























3. in vivoにおける実験では、骨欠損部に移植したMSCsは移植15 日後においては移植1 日後の
ものと比較して、蛍光強度は約30 %に減少した。尾静脈より移植したRAW264はMSCs存在
下で骨欠損部へより高度な集積を認めた。 
	 以上のことより、MSCsは共培養において破骨細胞への分化を抑制するとともに、破骨細胞前
駆細胞の増殖能および走化性を亢進することが明らかとなり、骨移植時におけるMSCsの破骨細
胞への影響が示唆された。今後MSCsによる担体の吸収を最適に調節することにより、骨再生効
率を高めた治療を確立し、CLP患者負担の少ない再生医療が達成される可能性が示唆された。 
